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用　途 
一般の映像信号伝送に最適です。 

特　徴 
●絶縁体には減衰特性に優れたポリエチレンを採用しました。 

●編組シールド密度が非常に高く、外部ノイズから映像信号への影響を限りなく低く抑えます。 

●ＴＣＸ－３Ｃ２ＶＳ、５Ｃ２ＶＳは信号毎の識別が容易にできるようにシースを９色（100m/200m標準在庫）でご用意し、あらゆるニ　ーズ
にお答えできるようにしました。(TCX-5D2W、8D2Wのシースは黒と灰の２色設定、条長はカスタム対応となります） 

●シース材料には環境に配慮した非鉛タイプＰＶＣを採用しています。 

●●●●● 
HD-SDI伝送用同軸ケーブルとして当社がラインナップしている同軸ケーブルではリターンロスを低く抑えた規格で製造を行っていま
す。実際にTCX-HDシリーズではリターンロスを20.9dB以上（1M～3GHz）としており、これは送信された信号の91％以上が伝送され
る数値を示しています。 

また、SMPTE292M規格、ARIB BTA S-004B規格の送受信端でのリターンロス規格値と比較しても余裕のある数値です。これは
実際にHD機器間の伝送では数本の同軸ケーブルをジャックコネクタで接続することになり、各コネクタを経由することでリターンロスが
悪化することを考慮しての当社としての回答です。 

右のグラフは同軸ケーブルの絶縁体の製造工程時にリターンロスの全数検査を行う為の高速フーリエ変換解析を用いた監視装置画面
例です。リターンロス値を指定周波数帯域において全数検査、監視を行います。 

コアの押出成型時で均質な発泡成型が出来ていれば非常に低く安定したリターンロス値が得られます。もちろん、中心導体製造工程や
編組工程等についてもリターンロス値の悪化が懸念される工程でもあり、当社ノウハウが各製造工程に生かされています。同軸ケーブル
の専門メーカーとしてより一層信頼いただけるケーブル製造に努めてまいります。 

構造・特性 

標準減衰量 

HD-SDI伝送・新提案 
HD-SDI伝送用同軸ケーブルとして、TCX-HDシリーズを新たに発売いたします。従来のTCX-HFBLと比較して、HD-SDI信号の伝送距
離の改善及び信頼性向上など、様々な特長を持ち合わせています。また、新たにTCX-2.8CHD、TCX-5CHDの2種類を追加ラインナッ
プし、さらに選択の幅を広げるご提案をさせていただきます。 

構造・特性 

標準減衰量 

〈ユニット数 ： 12の表面表示例〉 
Pb free　　T-4E4-12AT　TACHII　MADE IN JAPAN

〈ユニット数 ： 12の表面表示例〉 
Pb free　　T-4E4-12AT　TACHII　MADE IN JAPAN

75Ω　  TRIAXIAL　  CABLE　  T-5CFTX　   TACHII　      MADE   IN   JAPANPb free  

外部シース（非鉛タイプ熱可塑性エラストマー：標準３色） 
内部シース（充実ポリエチレン：ＰＥ） 

外部導体１（高密度軟銅線編組：Ａ） 
絶 縁 体（発泡ポリエチレン：ＰＥＦ） 

中心導体（軟銅線：Ａ） 

外部導体２（軟銅線編組：Ａ） 

頭に●無しバージョン（行頭スペース有り） 
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HD-SDI伝送用同軸ケーブルとして当社がラインナップしている同軸ケーブルではリターンロスを低く抑えた規格で製造を行っています。
実際にTCX-HDシリーズではリターンロスを20.9dB以上（1M～3GHz）としており、これは送信された信号の91％以上が伝送される
数値を示しています。 

また、SMPTE292M規格、ARIB BTA S-004B規格の送受信端でのリターンロス規格値と比較しても余裕のある数値です。これは実
際にHD機器間の伝送では数本の同軸ケーブルをジャックコネクタで接続することになり、各コネクタを経由することでリターンロスが悪
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右のグラフは同軸ケーブルの絶縁体の製造工程時にリターンロスの全数検査を行う為の高速フーリエ変換解析を用いた監視装置画面例
です。リターンロス値を指定周波数帯域において全数検査、監視を行います。 

コアの押出成型時で均質な発泡成型が出来ていれば非常に低く安定したリターンロス値が得られます。もちろん、中心導体製造工程や編
組工程等についてもリターンロス値の悪化が懸念される工程でもあり、当社ノウハウが各製造工程に生かされています。同軸ケーブルの
専門メーカーとしてより一層信頼いただけるケーブル製造に努めてまいります。 

伝送距離 
新シリーズのHDシリーズは、HD-SDI信号伝送において、従来の
HFBLシリーズよりさらに5％程度の長距離伝送を可能にしました。 

これにより今まで以上に伝送時の信号劣化が少なくなり、さらに信
頼性の高い伝送が可能となりました。 

施工時の通線性 
従来のHFBLシリーズにおいてはケーブルが通線作業には適した
硬さを保持出来ておらず、作業性の改善が求められていました。 

新HDシリーズではその要求に応えるため、発泡コア、外部シースと
もに高硬度の新材料を採用。通線性の向上と作業時間の大幅な短
縮を実現しました。 

端末加工性・ストレス復元性 
従来のHFBLシリーズは折り曲げストレスからの復元性をアップさせる為、外部シールドのアルペットテープを発泡コアに接着するタイプ
としていました。ただ、復元性は維持できるものの、端末加工時にはこのアルペットテープは取り除く必要があり、接着タイプでの加工性は
悪く、端末加工の改善検討を重ねてきました。 

新HDシリーズは折り曲げストレスからの復元性は従来タイプと同等以上の性能を確保しながら、アルペットテープは発泡コアに対して非
接着タイプを採用することで端末加工性も飛躍的に改善することができました。 

放送機器間の接続で使用頻度が最も高いのが5CFBです。この5CFBを2つの方向にそれぞれ改良を施しました。①細径・軽量化、②伝送距
離の向上。既に①の細径・軽量化については当社では2年前からTCX-4CHFBLを製品化し対応しましたが、さらに今回、TCX-4CHDとして
減衰特性の改善に成功。また、②として伝送距離が約18％向上したTCX-5CHDを開発しました。もちろん、TCX-4CHD、TCX-5CHDとも
にTCX-2.8CHDと同様に外部からの圧力に対して強い設計としました。 

頭に●無しバージョン（行頭スペース無し） 
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TCX-2.8CHD 65m
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TCX-2.8CHD ラック内配線や中継車内の配線が軽量・省スペース化 

放送機器はHD化に伴い、急速に高密度化されており、
このような環境で比較的細径サイズの3CFBの使用で
各種の問題が発生しています。例えばラック内配線で
は高密度化の為、工夫して配線が出来てもケーブルを
無理に曲げたり、コネクタに余分な負荷がかかってし
まうことになります。また中継車ではこれらの問題点
に加え積載重量制限、機器の放熱の問題があります。
これらの問題を解決する為、3CFBの減衰特性を維持
し、細径・軽量化した同軸ケーブルとしてTCX-
2.8CHDを開発しました。発泡絶縁体に高密度ポリエ
チレン、外部シースに高硬度PVCを採用することで外
部圧力に対しても強い設計としました。 

（特性・構造の詳細はP5を御覧ください） 

TCX-3CFBとTCX-2.8CHDの比較 

TCX-3CFB TCX-2.8CHD

5.4mm

 
  4.0kg

ケーブル外径 

ケーブル質量 
（100m） 

ＨＤ-ＳＤＩ 
伝送可能距離 

4.4mm

2.3kg

65m70m
※1

約18％細径化 

約42％軽量化 

※1 一般の3CFBは65m

同等レベル 

HD-SDI伝送距離の向上 TCX-5CHD TCX-4CHD 配線の軽量・省スペース化 

TCX-5CFBLとTCX-4CHD・TCX-5CHDの比較 

ケーブル外径 

ケーブル質量 
（100m） 

ＨＤ-ＳＤＩ 
伝送可能距離 

TCX-5CFBL TCX-5CHD

  

7.7mm

7.1kg

130m

7.7mm

7.3kg

110m
※2

約15％細径化 

約31％軽量化 

TCX-4CHD

 
  

6.5mm

5.0kg

115m

同等レベル 

同等レベル 

約18％向上 

※2 従来品での伝送可能距離は105m

同等レベル 
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可動用同軸ケーブル 
敷設用同軸ケーブルと同様、中継、スタジオ用等、頻繁に出し入れ、移動が必要な同軸ケ
ーブルでもHD-SDI伝送が主流になりつつあります。 

このような背景から、当社として柔軟で扱いやすく、耐久性に優れた同軸ケーブルの開
発に着手し、複合集合導体を採用したTCX-5CFWSを製品化しました。中心導体とな
る複合集合導体は一般に柔軟・耐屈曲用としての7本集合導体と比較して耐屈曲性能で
約2倍に向上させることに成功しました。　 ※ 当社社内評価による 

また、新たにHD-SDI信号の伝送距離が40m程度以下に適したTCX-3CFWSもライン
ナップしました。中心導体に7本集合導体を採用したことで単線導体と比較して柔軟性・
耐屈曲性能が飛躍的に向上しました。また、5CFWSより軽量な為、短距離伝送に最適
なラインナップとなりました。 

豆知識 
＜同軸ケーブル用の絶縁体の材質について＞ 
高密度ポリエチレン（High Density Polyethylene：HDPE)は密度が約0.95以上と高く、高周波での減衰特性に優れ、非
常に硬いという性質を持っています。よって固定配線用には優れた材質となります。逆に耐屈曲性が悪く、繰り返し可動等の
負荷をかけるとクラックが発生する為、可動用途には適さない材料と言えます。 

低密度ポリエチレン（Low Density Polyethylene：LDPE)は密度が約0.92程度と低く、高密度タイプと比較すると、高周
波での減衰特性が若干劣ってしまいます。しかし、扱いやすさや加工性に優れる為に、充実絶縁の同軸ケーブルには古くか
ら採用されてきました。高密度タイプと比較すると格段に柔らかく、耐屈曲性能に優れていることから固定配線だけでなく、
可動用途にも適した材料と言えます。 

〈ユニット数 ： 12の表面表示例〉 
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中心導体別による耐屈曲試験でのケーブル寿命例 

ＴＣＸ－５ＣＦＷＳ 
（複合集合導体） 

一般の５ＣＦＷＳ 
（集合導体 7／0.36A） 

一般の５ＣＦＢ・５ＣＦＷ 
（単線導体 1／1.05A） 

単位：回数 

 

屈曲試験 

回転板 
固定治具 

φ92の円柱 

試　料 

振れ止め 

約
75
0m
m

約
30
0m
m

90
° 90° 

ケーブル条長：10.0m 
屈 曲 位 置：ケーブル端から60cmの位置を回転板の中心に固定する。 
屈 曲 半 径：46mm （ケーブル外径7.7mm×6倍） 
屈 曲 角 度：左右各90° （合計180°）（左右往復で1回とする） 
荷    重：振れ止めより約750mmのケーブル自重のみ 

＜屈曲条件＞ 

中継現場やスタジオ内のジープケーブル用のHD-SDI信号伝送用
としては当初5CFBが使われていました。 

しかし、編組シールドと発泡絶縁体の間にあるアルペットテープは
こうした可動する状況に非常に弱く、ほんの少しの使用で直ぐにシ
ワや亀裂が発生し、驚く程の減衰劣化が進行します。この状況を打
開する為、外部シールドに2重編組を採用。更に中心導体には耐屈
曲性能に非常に有効な複合集合導体を採用（5CFWSのみ）する
ことで減衰劣化防止と耐久性を格段に向上させました。 

また、発泡絶縁体に柔軟で復元性に優れた低密度ポリエチレンを採用し、現場での作業性も格段に向上しました。3CFWSと5CFWS
はこのような特性上、当社の複合・マルチジープケーブルとなるRJPシリーズ、SJPシリーズにも採用し、同軸ケーブル単体としてだ
けではなく、多岐にわたり活躍をしています。 

TCX-5CFWS 中継やスタジオ内のジープケーブルの使い勝手と耐久性向上 TCX-3CFWS

0m 25m 50m 75m 100m

HD-SDIの伝送可能距離 
（SMPTE 292M　1.485Gbps） 

TCX-3CFWS 55m

TCX-5CFWS 85m

特長 TCX-5CFWS 特長 TCX-3CFWS

●耐屈曲性が非常に良好（複合集合導体を採用） 
●柔軟性は5CFBはもちろん、単線導体仕様の
5CFWよりはるかに良好で中継・スタジオ等
での作業が容易になります 

●耐屈曲性が非常に良好（集合導体を採用） 
●マイクケーブルと間違えるほど柔軟な仕上が
りで現場作業が非常に容易になります 
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